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 要 旨 
目的： 
この研究の目的は、入院時の飲酒スクリーニングが行われた外傷性患者コホートで、せ

ん妄の発症の危険因子、特にせん妄への影響について検討することである。 
方法： 
国家外傷データバンク（ｖ．7.0）を使用し、入院時 18 歳以上の患者で入院時の飲酒状

況を特定した。さらに、せん妄を発症している人としていない人を比較した。ステップワ

イズ・ロジスティク解析でせん妄発症の独立した危険因子を特定した。 
結果： 

504839 人の患者の入院時の飲酒状況を明らかにした。そのうちの 0.6％、2909 人がせん

妄を発症していた。せん妄を発症している人は、高齢者と男性が有意に高く、火傷と転落

が多い傾向を示した。せん妄の発症は、慢性的な飲酒（19.1 対 4.5％、P 値 0.001 未満）心

血管疾患（21.5 対 12.2％、P 値 0.001 未満）と関連を示した。入院時ではせん妄発症は、

飲酒は（55.4 対 26.5％P 値 0.001 未満）、無保険者は（17.8 対 0.9％、P 値 0.001 未満）と

関連を示した。ステップワイズ・ロジスティク回帰分析では、無保険者、入院時に飲酒し

ていること、慢性的に飲酒している人、ICU の入院、55 歳以上、火傷、低所得者用保険、

転落、心血管疾患の既往が、せん妄発症の独立したリスク因子であった。外傷を負った患

者のせん妄発症率は 0.6%であった。 
結論： 
この研究からは、無保険者、入院時の飲酒、慢性的飲酒、ICU、55 歳以上、火傷、低所

得者用保険、転落、心血管疾患の既往が、せん妄の発症の独立した危険因子であることを

明らかにした。これらのデータは、今後せん妄の予防への介入に有用であろう。 

 




